
ISSN 0285-7391

 

 

 

 

 

日本私学教育研究所 紀要 第52号 

 

 

The Bulletin of the EIPSJ  Vol.52  December/2016 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６－１２ 

 

一般財団法人 日本私学教育研究所 

 

The Education Institute for Private Schools in Japan 

 

 
 
 
 

日
本
私
学
教
育
研
究
所 

 

紀 

要 
 

第
五
十
二
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

二
〇
一
六 



刊行のことば裏



刊 行 の こ と ば 

                    中 川 武 夫 

  日本私学教育研究所では専任研究員並びに全国から公募した委託研究員の先生方に 1 年

間にわたって研究して頂いた成果をまとめ、毎年各学校にお届けしております。今年度も

研究員の皆様のご努力により紀要が出来上がりました。この研究成果を全国の学校で共有

し、ご活用頂きたいと願っております。 

 さて、政府が進める教育改革は、次期学習指導要領、大学入学希望者学力評価テスト（仮

称）等々、部分的には未決定の部分があるものの、全体を見れば概ね文部科学省のシナリ

オ通り進行しています。 

問題はこの流れの中で各校がどのように対応して行くかだと思います。残念ながら、何

から手をつければ良いか解らない、どうすれば良いか教えて下さいという言葉があちこち

で聞かれます。私立学校の多くが、どこを切っても同じ顔が出る「金太郎飴」のような状

況に陥ってしまった、他校の様子を見ながら進もうとする消極的姿勢が垣間見える、そん

な心配をしているのは私だけでしょうか。 

長引く少子化の中で生徒募集に苦しみ、他校の動きにアンテナを張る。他校が人気や話

題性のある施策を講じれば、負けてたまるか、遅れてたまるかとばかりに真似をする。気

がつけば皆同じようなことをしている。笑えない話だと思います。こうすれば話題性があ

る、人気が出るといった生徒募集戦略だけで他校を真似る、生徒そっちのけでこれを繰り

返せば新たな「金太郎飴」が出来るだけだと思います。アクティブ・ラーニングも ICT 教

育もしかりだと思います。 

では、このような状況に陥らないためにはどうすれば良いのでしょうか。 

他校の真似をせず、自校オリジナルの教育手法をとるべきと主張する人もいます。しか

し、教育の手法に純粋なオリジナルはほとんど存在しないと私は思っています。どんなに

斬新に見える指導法も、どこかで《どこかの国で》、誰かが、いつの時代かに行っていた手

法の焼き直しになることがほとんどだと思うからです。他校の真似をすることが全て悪い、

「金太郎飴」現象の元凶だと考えるのではなく、取り入れ方が肝心なのだと思います。生

徒たちのことを思い、この方法なら生徒がやる気を出す、目を輝かせる、と思えば、その

手法を自校流にアレンジして使うべきだと思うのです。そうすれば「金太郎飴」状態にな

ることはないと私は信じています。 

この紀要に掲載されている研究報告は、委託研究員の先生方が教育現場で様々な試行錯

誤を重ねられ、苦しみながら生み出されたものです。常に生徒のために指導法を模索する

先生方には、まさに宝物だと思います。大いにご活用くださるよう重ねてお願い申し上げ、

発刊の言葉とさせて頂きます。 

                     （一般財団法人 日本私学教育研究所所長） 
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